
地震が来る！その前に！

。

あなたの家は、地震が来ても大丈夫ですか？
　右の写真は、2016年に発生した熊本
地震で住宅が倒壊した様子です。

　年々、発生が懸念される南海トラフ
地震の様な大震災が賀茂地域を襲っ
た場合、逃げる間もなく住宅の倒壊に
巻き込まれてしまいます。

　自分の身を守るためにも、常日頃か
ら耐震について考える必要があります。

耐震補強って色々大変･･･？

どんな耐震補強があるのか？

耐震補強はなぜ必要なのか？
　地震が発生した際、最も死亡率が高いのが「住
宅の倒壊による圧死」です。

　震度６、７級の地震が発生すると、近くの家具にし
がみつくのが精一杯で、動くことが出来ません。

　そうして動くことが出来ないまま、住宅の倒壊に
巻き込まれ、死亡してしまうケースが多いです。

・工事の間は家が使えない？
　⇒普段の生活をしながら工事が出来ます。
・古い家なので、壁や天井をあまり剥がしたくない・・・
　⇒必要最低限の範囲での工事も可能です。
・長い間工事が続くのは嫌だ・・・
　⇒短い工期で施工できる工法もあります。

①木造住宅の耐震補強
　専門家による診断⇒設計⇒工事の手順で耐震補強工事を行います。
　県・市町の補助制度「TOUKAI-0」にて最大150万円程度まで補助。
②耐震シェルター
　住宅の一部分（リビング、寝室等）の耐震性能を向上させます。

　（下田市　窓口：建設課　0558-22-2219）

静岡県　賀茂地域局　令和２年12月４日
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